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至 誠 通 天 　 ～ 絆 を 深 め 共 に 歩 を 進 め よ う ～

〈令和７年度日本YEGスローガン〉
 YEG Common ～心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する～

会
長
あ
い
さ
つ

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
新
た
な
年
度
を
迎

え
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
の
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
、
令
和
７
年
度

会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
民
野
泰
稔
と
申

し
ま
す
。
歴
史
あ
る
本
会
の
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
と
も

に
、
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
た
功
績
と
伝
統
に

深
い
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ
の
志
を
受
け
継

ぎ
、
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
会
は
一
昨
年
45
周
年
を
迎
え
、
今
後
５

年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン「
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ

Ｅ-

シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド-

」を
策
定
し
、

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
鳥
取
愛
と
誇
り

を
胸
に
、
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
つ
く
る
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、
現
在
会
員
数
１
９
４

名
を
擁
し
、
全
国
屈
指
の
青
年
経
済
団
体
へ

と
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
外
部
か
ら
の
評
価
と
内
部
の
実

感
に
は
隔
た
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
よ
り
強
固
な
組
織
へ
と
進

化
す
る
た
め
に
は
、
改
め
て
組
織
力
の
向
上

が
不
可
欠
で
す
。
現
状
維
持
は
衰
退
へ
の
一

歩
で
あ
り
、
我
々
が
歩
み
を
止
め
れ
ば
、
築

き
上
げ
て
き
た
も
の
さ
え
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
今
こ
そ
組
織
の
結
束
を
強
め
、
さ

ら
な
る
成
長
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を「
至

誠
通
天
」〜
絆
を
深
め
共
に
歩
を
進
め
よ
う

〜
と
い
た
し
ま
し
た
。「
至
誠
通
天
」と
は
、

誠
意
を
も
っ
て
行
動
し
努
力
を
続
け
れ
ば
、

そ
の
思
い
は
必
ず
天
に
通
じ
る
と
い
う
意
味

を
持
ち
ま
す
。
我
々
が
誠
実
な
心
を
持
っ
て

内
部
・
外
部
へ
活
動
を
展
開
す
れ
ば
、
よ
り

強
い
組
織
へ
と
成
長
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
３
年
後
に
は
創
立
50
周
年
、
５
年

後
に
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
鳥
取
大
会
と
、

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
功

に
向
け
て
、
今
こ
そ
組
織
力
を
高
め
、
一
致

団
結
し
て
歩
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
地
域
と
の
連
携
を
よ

り
強
化
し
、「
産
・
官
・
学
・
民
」の
協
力
体

制
を
一
層
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
地
元
企
業
や
行
政
、
教
育
機
関
、
市
民

と
連
携
し
た
地
域
活
性
化
事
業
を
推
進
し
、

鳥
取
市
の
商
工
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

同
じ
志
を
持
っ
た
仲
間
を
一
人
で
も
増
や

し
、
鳥
取
市
民
が
故
郷
を
誇
り
に
思
え
る
環

境
を
築
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

令
和
７
年
度

　

令
和
７
年
３
月
８
日（
土
）ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
鶴
の
間
に

て
、今
年
度
最
後
の
例
会
と
な
る
３
月
送
り
出
し
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
卒
会
生
14
名
に
出
席
い
た
だ
き
、
１
０
４
名
の
現
役
会
員
で
盛

大
に
卒
会
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

卒
会
生
に
よ
る
魂
の
こ
も
っ
た
正
に
見
本
の
よ
う
な
綱
領
・
指
針
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
唱
和
を
皮
切
り
に
、
通
常
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。
今
年
度
最

後
と
な
る
高
藤
会
長
の
挨
拶
で
は
、
今
年
度
１
年
間
が
終
わ
る
こ
と
を
実

感
し
少
し
物
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
送
り
出
し
例
会
で
は
某
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

の
曲
で
卒
会
生
に
楽
し
く
？
入
場
し
て
い
た
だ
き
、
卒
業
式
パ
ー
ト
の
後

は
送
り
出
し
例
会
の
メ
イ
ン
パ
ー
ト
と
も
い
え
る「
贈
る
言
葉
」へ
。
現

役
会
員
か
ら
卒
会
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
今
年
度
は
手
紙
と
い
う
形
で
用

意
し
て
い
た
だ
き
、
各
々
が
笑
い
あ
り
涙
あ
り
で
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
て

い
ま
し
た
。
卒
会
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
私
た
ち
現
役
会
員
が
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
活
動
し
て
い
く
べ
き
か
、
熱
い

気
持
ち
を
存
分
に
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
創
立
50
周
年
に
向
け
て
、
今
後
も
地
域
の
商
工

業
の
発
展
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
卒
会
さ
れ
た
先
輩
達
の
気
持

ち
を
胸
に
、豊
か
で
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

総
務
委
員
会　

委
員
長　

永
美　

祐
輔
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民野   泰稔会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 三協商会

３
月
送
り
出
し
例
会

３
月
送
り
出
し
例
会

集合写真

賞状の授与

2025年度 鳥取商工会議所青年部組織表
専務理事
村田 浩一

副会長
西川 朋宏

副会長
大森 　誠

副会長
山根 　真

副会長
森原 　真

副会長
池上 裕樹

副会長
池内 哲也

総 務 委 員 会

対外交流委員会

広 報 委 員 会

会員交流委員会

政策提言委員会

ビジネス委員会

副会長
安田道人 まち興し委員会

副会長
下園 裕樹 鳥取お城委員会

会員増強委員会

◎英　智哉、○西面崇裕、○中澤ひとみ
　淺井研人、石原康司、尾前康寛、小泉卓也、小坂美波、小林隆一
　嶋田耕治、田中剛史、田中直也、谷本直也、民野泰稔、豊岡亮平
　平尾都幸、藤原昌彦、平家由紀、松島新太郎、森本　圭、山本義雄
　山本龍太
◎三橋章弘、○西尾篤人、○西垣裕司
　雨河雅裕、居組千紘、石原優貴、岩本慎司、太田哲平、大深仁惠
　奥平智一、岸本雄司、幸田伸一、杉浦健斗、田中秀幸、谷口元輝
　松下幸広、山岡弘明、山田秀樹、山本明英、

◎西根健太、○小林幸太郎、○林　大和
　池内千絵、礒江和也、太田　亮、奥　祥享、岸本　龍、木下　優
　杉内皇暉、仙道達也、田中公照、戸羽遥久、中江優二、西尾　仁
　西島瑞人、古都直記、松田優真、宮本敏行、山田恭裕
◎山下弥生、○大塚裕之、○田中健一
　綾木康平、新井宏圭、安澤健太、宇佐美孝太、大石敦司、大塚英子
　長田　誠、木村駿介、澤　隼人、竹中一浩、鳥越力斗、中村　喬
　濱本圭佑、前田清太郎、森田晃正、山﨑展弘、山下智子、山下雅裕
　義仲眞純
◎盛田翔平、○尾脇史行、○西尾利樹
　磯部紗希、大麻智尋、岡田　悠、河﨑 勧、木村美紀、笹尾　亘
　曽我北斗、田村康悦、谷口勇也、信岡宜曉、野村祥平、林慎太郎
　藤原正弥、松山哲平、美作空高、村上春希
◎大塩晋也、○遠藤一博、○大谷祐輝
　池本昌聡、岩佐翔朗、上田良太、奥村知美、坂野経三郎、高垣周平
　高田晋士、高藤軌晋、竹下　健、□田中 治、谷本銀河、中村康宏
　藤原直人、本城　誠、三上正幸、森田祐加、山本祐之、吉谷勇一郎
　吉田雅之
◎荒川恵介、○石井裕也、○森本嗣基
　網尾和亮、植垣孝史、上田和宜、奥本祐子、金子竜也、家納東詩
　木下　裕、小林真帆、湖山　諒、清水　毅、田中　旬、田中嘉典
　冨田光政、□中﨑雄一、野田幸洋、松島浩二、水口　達、山中慎也
　山根隆嗣
◎亀谷勇斗、○田中雅士、○中原道広
　朝井純奈、上田真由美、大野寿幸、岡田亨貴、岡村　翔、國森清華
　柴原洋司、高垣　弘、髙木健治郎、谷口里江、中石勇大、中澤賢介
　永美祐輔、西垣和也、水田慎吾、峰臣一郎、安本剛敬
◎森本　剛、○田中将樹、○山根光彦
　池内　健、岡村友輝、河田圭太、河野敏和、塩河桂太、田淵裕章
　中尾文則、□西川征和、早島岳大、原田直樹、福田弘幸、松田友佑
　松長武俊、美作沙知、森山宏志、湯川　渉

◎＝委員長理事、
○副委員長理事、□＝監事
（敬称略、理事以下は五十音順）

会　長
民野 泰稔

直前会長
高藤 軌晋

出向理事
（中国ブロック）
山根 　真

出向理事
（中国ブロック）
冨田 光政

　    　山根 隆嗣 君
　   （やまね りゅうじ）
事 業 所 名  ㈱Rejoice
所属委員会 まち興し委員会

　    　吉田 雅之 君
　  （よしだ まさゆき）
事 業 所 名  ㈲フラワーショップヨシダ
所属委員会  ビジネス委員会

　    　豊岡 亮平 君
　  （とよおか りょうへい）
事 業 所 名  ㈱日本海テレビサービス
所属委員会  総務委員会

　    　植垣 孝史 君
　   （うえがき こうじ）
事 業 所 名 鳥取グレーン㈱
所属委員会  まち興し委員会

    　     岡田 亨貴 君
　    （おかだ こうき）
事 業 所 名  ㈱コダマサイエンス
所属委員会 鳥取お城委員会

　    　田中　旬 君
　   （たなか ただし）
事 業 所 名  ㈱デザインバンク
所属委員会 まち興し委員会

　    　 山﨑 展弘 君
　    （やまさき のぶひろ）
事 業 所 名  岡田電工㈱
所属委員会  会員交流委員会

　   　前田 清太郎 君
　   （まえた せいたろう）
事 業 所 名  VEHICLE
所属委員会  会員交流委員会

　    　小坂 美波 君
　     （こさか みなみ）
事 業 所 名  ㈱Icana
所属委員会  総務委員会

　  　  髙垣 周平 君
　 （たかがき しゅうへい）
事 業 所 名  ㈱SiSS
所属委員会 ビジネス委員会

　  　  竹下　健 君
　     （たけした けん）
事 業 所 名  ジブラルタ生命保険㈱
所属委員会 ビジネス委員会

　    　松田 優真 君
　   （まつだ ゆうま）
事 業 所 名  ㈱エムアンドエムドットコー
所属委員会  対外交流委員会

　    　谷口 元輝 君
　 （たにぐち げんき）
事 業 所 名 鳥取信用金庫
所属委員会  広報委員会

　    　戸羽 遥久 君
　     （とば はるく）
事 業 所 名 日本海テレビジョン放送㈱
所属委員会  対外交流委員会

　    　笹尾 亘 君
　    （ささお わたる）
事 業 所 名  ㈱山陰合同銀行
所属委員会  政策提言委員会

新
入
会
員

（
11
名
）

交
代
会
員

（
４
名
）


